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♦♦♦♦• 編集後記 • ♦♦♦♦
今年度 も当園の運営にご協力 いただきま して

誠 にあ りがとうございま した。 2度の台風等の
災害 に見舞われ、園内外 に被害の痕 は残 ってい
ますが、千葉福名物の桜並木 は逞 しく小さな蕾
をつけています。令和 2年度もどうぞよろ しく
お願いいた します。

管理グループ リーダー 田口 久美

• 陸 福祉園お花見会の^^ ^ ^

現在、国内において感染経路が不明な新型 コロナウィルスへの
感染者が確認されるなど、今後の感染拡大が懸念されています。

こうした中、当園においても、新型 コロナウィルスに対する感
染予防策を万全 にする必要があ ります。

そのため、例年 4 月に開催 してお ります 「お花見会」は、大変
恐縮ですが中止 とさせていただきます。
ご理解 ・ご協力頂きますよう、よろ しくお願いいた します。

当 園 の苦 情 解 決 委 員 会 や 虐 待 防止 委 員 会 の 外 部
委 員 で あ る佐 久 間法 律 相 談 事 務 所 の佐 久 間水 月 弁
護 士 を講 師 と して迎 え、 「虐 待 防止 につ いて ～ー
人 ひ と りを大 切 に～」 と い うテ ー マ で研 修 を行 い

制 度 の解説 や具体 的 な事 例 をも とに研修 を行 い、
研 修 参 加 者 か らは 「自分 の支 援 を振 り返 る機 会 に
な った。」 !・虐 待 防止 だ けで な く権 利 擁 護 につ いて
も学 ぶ ことが で きた。」 との声 が あ りま した。

生 活 支援第 三 グ ルー プ ふ じみ寮 酒 井 勉

今年も福祉セミナーを開催 しま した !

令和 最 初 の福 祉 セ ミナ ー は、NPO法 人 サ ポ ー ト
ひ ろが り代 表 山 田 由美 子 様 を講 師 にお招 き し 『自
閉症 の方 の パ ニ ック をゼ ロ にす る12の方 法 』 を開
催 しま した。

当 日は園職 員34名 、地域 の 関係 者21名 が参加 し、
聴 講 とグル ープ討議 を行 いま した。職 員 か らは、「シ
ンプル に相 手 に伝 える ことの大切 さ を学 ん だ。」「グ
ルー プ討議 は他 施 設交 流 の場 にな り楽 しか った。」、
地域 の 関係 者 か らは、 「自閉症 は どう して起 こるの
か 、実例 ・体 験 を交 えて いて大 変 わ か り易 か った。」
との感 想 を いた だ け ま した。

生 活 支援 第二 グ ルー プ リーダ ー 小 島 一 明
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,魂 展葛應  凶̂ ^ >
12月 15日 ( B ) 、 ク リス マ ス会 が行 わ れ ま した 。 あ や

め 寮 で は、 プ ロの ピア ニ ス トで あ る保 護 者 の滝 澤 様 に よ
る ピア ノ演 奏 や 、 シ ンガー ソ ング ラ イ ター沢 登 さん に ょ
る毎 年 恒 例 の ギ ター 演 奏 、職 員 によ るダ ンスで 、皆 さん
歌 って踊 って大 い に盛 り上 が りま した。

サ ンタ レデ ィや トナ カ イ は職 員 が仮 装 しま した。皆 さ
ん、笑顔 が弾 ける和 やか な会 で した。

生活 支援 第二 グ ルー プ あやめ寮 田所 眞紀 子

12月 15日 ( 日) 、 ク リス マ ス会 を実 施 しま した 。 の ぞ
み 寮 で は、食 事 を楽 しみ た い との要 望 が あ り、外 食 を メ
イ ン と した ク リス マ ス会 を実 施 しま した 。一 幸 の コー ス
料 理 に舌 鼓 を打 ち 、 寮 に戻 って 参 加 者 全 員 で歌 を唄 い、
千 葉 福 祉 園音 頭 を踊 りま した 。最 後 に は、 フ ィ ンラ ン ド
か ら来 た サ ンタ さん ( 自称 ) にプ レゼ ン トをも らい、 と
て も嬉 しそ う に して い ま した 。 の ぞ み寮 で の 思 い出 の 1
ペー ジ に刻 まれ た こ とと思 い ます。

自立支 援 グ ループ のぞ み寮 谷 合 空

♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦

利 用 者 の皆 さ んが待 ち に待 った ク リス マ ス会 の 日、 ド ▲
キ ドキ しな が ら迎 えて い る様 子 で した 。 ク リス マ ス会 で ・
は、 「レイ ンボ ー フ ァク トリー」 さん によ る ゴ スペ ル を ・
聞 き ま した 。利 用 者 や保 護 者 の皆 さん 、職 員共 に聞 き ほ
れ て しま う ほ どで した 。 ほか にも、 職 員 と保 護 者 によ る .

I・二人羽織」 やつ ばさ高校 による 「手話 コー ラス」 、サ ン
タか らプ レゼ ン トな どが あ り、皆 さんで楽 しみ ま した。 •

つ く し寮 の ク リス マ ス会 は、 12月22日 (B ) に開催 し
ま した 。彩 り豊 か な食 事 にマ ッシ ュポテ トで作 った 雪 だ
る ま を添 えて 、 自 にも お い しいデ ィナ ー とな りま した 。
お な か一杯 にな った後 に は、 グ ル ー プ ご と に分 か れ正 解
数 を競 う ジ ェス チ ャー ゲ ー ム 、子 供 た ち 自 ら考 えた 出 し
物 を披露 し大 い に盛 り上 が りま した。

児童 生活 グ ルー プ っ く し寮 絹本 直 人

掲 載 記 事 と写 真 は 「千 葉 福 祉 園個 人情 報 保 護 方 針 」に基 づ いて利 用 者 の 同意 を得 て い ます 。
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もえぎ寮 入倉 美智子 さん か ら一言
「今年も編み物 を頑張 りたいです ! 」

けやき寮 落合 不二夫さん へひと言
「楽 しく健康 に過 ご して ください !

(職員一同)」

あやめ寮 伊達 幸子さん か らひと言
「転ばないようにして、

楽 しく過 ご したいでず。」

・孫米

正 月 と言 えば初詣 。職 員 か らも ら ったお年 玉 には、お手 製
のお札 と小 銭 が入 って いま した。寮 内の手作 り神社 鳥居 を く
ぐ り、お賽 銭箱 にお年玉 の小 銭 を投 げ二 礼二 拍手 一礼 。 あ っ
さ り終 わ る人 、いつ まで も祈 る人様 々で す 。次 に、書 初 め は一 人一 文字 、半 紙 に筆 で書 いて 、
見 事 「あ け ま して お め で と う」。皆 さん の合 作 で す。 お昼 は、笑 顔 で外 注 弁 当 を食 べ 、新 年
を祝 いま した。

生 活 支援 第二 グ ルー プ あ じさ い寮 松 元 恵子

あ じさい寮のお正月

明星寮のお正月

正 月三 が 日は、雲 一 つ な い青空 の中 、深 呼 吸 しなが ら園内
をお散 歩 す る と、穏 やか な 日差 しの も と凛 と したお正 月 ら し
い静寂 がそ こにあ りま した。

利 用 者 の皆 さんが 、 ジ ャ ンパ ー に帽子 を被 って いざ出か けて も、歩 いて いる うち
に暑 くな ったのか 、 いつ の まにか ジ ャンパ ー の前 ボ タ ンや フ ァスナ ー を開 けて歩 い
て い ま した。

昼食 で は、柔 らか く食 べ やす い 「さ っ く りお餅 」 で お正 月 の お雑 煮 を楽 しみ ま し
た。皆 さん嬉 しそ うにお い しいお い しい と笑 顔 で した。

また、新 年会 と併 せ て 、寮 を移 られ る方 のお別 れ会 も行 い ま した。
来年 も清 々 しい、 そ して皆 さんが お元 気 なお正 月 が迎 え られ ます よ うに。

生 活支援 第 一 グ ルー プ 明星 寮 村 田 悟
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の
狸

®
子

」

と
「手

の
ひ

ら
を

太
陽

に
」

の
二

曲
で

す
。当

日
は

、
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
ク

ラ

ブ
の

フ
ラ

ダ
ン

ス
の

先
生

で
あ

る
ベ

イ
ス

タ
イ

ル
フ

ラ
の

本
間

先
生

に
一

緒
に

踊
っ

て
い

た
だ

き
、 利

用
者

の
皆

さ
ん

に
と

っ
て

は
、 大

変
、 心

強
か

っ
た

こ
と

と
思

い
ま

す
。

笑
顔

で
楽

し
く

踊
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ま

た
、

野
菜

や
手

工
芸

品

の
販

売
に

つ
い

て
も

大
盛

況
で

し
た

。

活
動

支
援

グ
ル

ー
プ

姫
松

実
穂

掲 載 記 事 と写 真 は 「千 葉 福 祉 園個 人情 報 保 護 方 針 」に基 づ いて利 用 者 の 同意 を得 て い ます 。


